
海外派遣研修行程及び研修概要 

１１月１４日（月曜日）１１日目：クリチーバ 

時 間 行   程 研  修  内  容 

9:00 

 

 

 

9:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18:00 

 

 ホテル 出発 

 

 

 

 セアーザ 視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山下農園 視察 

 昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ホテル 着 

 ここクリチーバは標高 1,000m 以上で非常に涼しい。気温

は 20℃ほどで先日までいたマリンガ（一番暑かった時で 37

～38℃）とは大違い。 

 

このセアーザは従業員数２万人、１日の農産物取扱量

2,300 ㌧を誇る大きな青果市場で、１日で２８０万＄のお金

が動くそうだ。案内をして頂いた兵庫県事務所の山下所長よ

り「好きなものを買って、昼のバーベキューで食べよう」と

のご厚意に甘え、パイナップル・アテモヤ（ブラジル特有の

フルーツ）スモモなどを大量に買い込んだ。日本では見るこ

とのない果実や野菜について熱心に質問が飛び交った。 

  

熱心に見学       この台車で運びます 

 

 山下所長の経営する農園はブラジル初のシイタケ農場で、

現在はシイタケの他にマッシュルーム栽培を手がけている。

ここで、昼食のバーベキューを楽しみました。先程のセアー

ザで購入したフルーツを堪能し、ここでもシュハスコ。パン

にシュハスコと野菜をはさんだシュハスコバガーが大人気。

みんな大きな口を開けてかぶりついていた。収穫したてのシ

イタケやマッシュルームや初体験の焼きパイナップルで満腹

になった。 

   

シュハスコバーガー       初めての味だったアテモヤ 

 

 昼食と農場見学の後、クリチーバ市内観光へ。電波塔の展

望台から眺める景色はやはり日本とは異なり異国情緒たっぷ

りだった。 

 今日はホテルでディナー。昨日の交流会で知り合った学生

が数名合流し話しに花を咲かせていた。 



海外派遣研修行程及び研修概要 

１１月１５日（火曜日）１２日目：イグアス 

時 間  行   程  研  修  内  容 

8:30 

9:00 

10:30 

 

 

13:30 

14:40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18:00 

19:30 

ホテル 出発 

植物園 見学 

兵庫県事務所 訪問 

 

 

クリチーバ 発 

イグアス 着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル 着 

夕食 

  ホテル近くの植物園見学へ。朝だというのに多くの観光客

で賑わっていた。ここで初めてマテ茶を楽しむ外国人を発見。

やっぱりここは南米である。その後、兵庫県事務所へ移動し

クリチーバについての話しを伺い、昼食をとった。 

 

 イグアスに向けて飛行機国内線で移動。 

 到着後、すぐにイグアス国立公園へ出発。みんなが楽しみ

にしていた世界三大瀑布であるイグアスの滝へ。最も有名な

「悪魔の喉笛」では猛烈な水しぶきを浴び、ずぶ濡れになり

ながらも大自然の雄大さと力強さを全身で感じた。いよいよ

お楽しみのチャレンジボート体験。ジープでジャングルを爆

走しボート乗り場へ。猛烈なスピードで滝へと向かい、ため

らうことなく滝へと突進。日本では絶対にありえない体験で

大いに盛り上がった。 

 

イグアスの滝をバックに 

  

もうビチョビチョです     チャレンジボート最高！ 

 

 たっぷり楽しんだ後のもう一つの楽しみ、サンバショーを

鑑賞しながらの夕食。シュハスコ料理も慣れたもので、美味

しい部分をチョイス。先住民の手作りの土産品を購入。そろ

そろみんな土産物の購入に････。明日はリオデジャネイロへ

移動。研修もいよいよ終盤へ。 
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１１月１６日（水曜日）１３日目：リオデジャネイロ 

 時 間  行   程  研  修  内  容 

5:00 

6:15 

 

8:30 

 

 

 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19:00 

 ホテル 出発 

イグアス 発 

 

 リオデジャネイロ 着 

 

 

 

 昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夕食 

 早朝４時 30 分起床。軽く朝食をとり、リオデジャネイロ

へむけて出発。それにしても眠い！ 

 

 市内を車窓から見学しながら、サトウパンの岩山やコルコ

バードのキリスト像の見学へ。しかし、あいにくの天気でぼ

んやりしか見ることができなかった。 

 昼食は世界的に有名なコパカバーナビーチに面した海岸通

りにある中華料理店で頂いた。 

   

初めてタラップから搭乗      キリスト像 

  

昼食後はワールドカップ会場やリオのカーニバル会場など

再び市内観光へ。また、ブラジルは宝石類の採掘でも有名だ

が、宝石店へも訪れた。研修生達は宝石よりもスパーマーケ

ットでのショッピングの方が熱がこもっていたようである。 

 

 とうとうブラジル最後の夜となった。最後の夕食はもちろ

んシュハスコ料理。ここまでの研修を振り返りながらの夕食

となったが「やっぱりまだ帰りたくない」との声が聞こえて

くる。 

  

シュハスコ料理も食べ納め       リオの町並み 

 

 朝早かったせいか１日が長く感じられた。研修生ひとりひ

とりの疲れもピークに達している様子であるが、めいめいに

最後の夜を楽しんでいた。明日はサンパウロへ戻り、日本へ

向けてブラジルを後にする。 
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１１月１７日（木曜日）１４日目：リオデジャネイロ → サンパウロ → ロサンゼルス 

１１月１８日（金曜日）１５日目： 

 時 間  行   程  研  修  内  容 

6:30 

7:50 

 

9:00 

13:40 

 ホテル 発 

 リオデジャネイロ 発 

  

サンパウロ 着 

サンパウロ 発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロサンゼルス空港  

 〔トランジット〕 

  空港へ向かう途中、コルコバードのキリスト像を望むこと

ができた。昨日は深い霧であっただ、今は良く晴れている。

周りはまだ暗く、ライトアップされたキリスト像が幻想的な

姿であった。ただ、昨日、今日と２日続けての早い起床と疲

れのため、ほとんどが爆睡状態である。わずか数人であった

がその光景を楽しむことができた。 

 予定通り空港へ到着したものの、大変混雑しておりチェッ

クインにも時間がかかった。こちらの空港や航空会社はセキ

ュリティーや荷物の重量に厳しく、少し意外であった。 

 リオを後にし、到着したサンパウロ空港では、ブラジル到

着時にお世話になった兵庫県人会の方々に迎えていただき、

最後のプレゼントを頂いた。 

 

 空港で昼食をとり、いよいよチェックイン。本当にブラジ

ルを後にする時がやってきてしまった。この２週間の体験と

感動を胸に刻み飛行機はサンパウロを飛び立った。 

  

 行きの飛行機同様、研修生たちは長い長い空の旅をおくっ

た。やはり帰りはかなりの疲れがたまっているようでよく寝

ている。 

  

トランジットルームにて     機内にて zzzz 

  

これがビビンバだ！       よく食べます 
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１１月１９日（土曜日）１６日目：ロサンゼルス → 仁川空港 → 関西国際空港(帰国式) 

 時 間  行   程  研  修  内  容 

5:15 

 

9:35 

 

 

 

11:20 

 

12:00 

仁川空港 着 

 

仁川空港 発 

 

 

 

関西国際空港 着 

 

帰国式 解散 

 早朝、韓国の仁川空港に到着。ここまで帰ってきたという

思いが込み上げてくる。乗り継ぎ時間を利用し、最後のショ

ッピング。ドルで支払、ウォンでお釣りが返ってくる。やっ

ぱりここは韓国だ、と少々不思議な体験をしながらも、いよ

いよ最後のフライトへ。 

 

 予定通り関西国際空港へ到着。保護者をはじめ事務局・関

係者など多くの方々に迎えられ、笑顔で帰国。 

 帰国式では、清瀬実行委員長よりねぎらいのお言葉を頂き、

研修団を代表して、団長・副団長・研修生代表の衣笠優より

研修報告を行った。 

 帰国式後、それぞれの家路についた。 

 

 

無事帰国しました 

 

平成 24 年１月 25 日 解団式 

 


